
沖縄県緊急派遣SCチーム内の連携
－Unus pro omnibus, omnes pro uno－

九州臨床心理学会第45回宮崎大会・大会企画シンポジウム
「災害支援における臨床心理士の役割と連携の在り方

－平成28年熊本・大分地震における九州沖縄ブロックの取り組みから－」
2017年1月29日(Sun)

甲田 宗良
沖縄県臨床心理士会（被害者支援担当理事）
琉球大学大学院医学研究科精神病態医学講座

mkoda@med.u-ryukyu.ac.jp
1



沖縄県臨床心理士会
 県士会の構成

• 2017年1月現在，約270名の会員があり，臨床心理士の資質と技能
の向上および権益の保護充実を図るとともに，国民および沖縄県民
の心の健康の保持向上に寄与することを目的に活動を行っている

• 被害者支援部会，避難者支援WGを組織，災害対策担当者を配置し
ている

 被災地（者）・避難者支援
• 東日本大震災および平成28年熊本地震の際には，医療，教育など
多様なニーズに応えるために，多くの会員が被災地に支援に入った

• H23～27年度の5年間にわたって沖縄県東日本大震災支援協力会議
の助成を受け，県内避難者支援のために様々な活動を展開している

• 毎年多くの会員が何らかの活動に携わり，本会の被害者支援，災害
支援，避難者支援活動への関心は非常に高い
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本発表のハイライト
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熊本市・・・1チーム 9名
熊本県・・・2チーム13名

どのように
リレーするか?

沖縄



組織図（チーム）づくり
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沖縄県臨床心理士会・会⾧

他理事（派遣SC含む），後方支援メンバー

SC・県教委窓口
（学校臨床理事）

副会⾧
（災害対策担当）

派遣SCコーディネーター
（被害者支援理事・災害対策担当）

熊本県
派遣SC

熊本市
派遣SC

熊本県
派遣SC

① ②



事前研修の実施
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事前研修の目的と内容
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 雰囲気づくり
→ できるだけ早く開催，できるだけ多く参加
→ 「行く」人も「行かない（沖縄に居る）」人もチームの一員

 概要説明・会の方針の共有
→ 正確な情報把握，現地最優先，方針を共有しトラブルを回避

 現地報告（DPAT，熊本県人として）
→ 写真，地図，体験談を交えて五感を刺激

 支援のための知識・技術の習得・確認
→ 支援のマナーを共有（Do no harm, P＋3L: PFAより）

 派遣SC（チーム）メンバーの募集
→ 一人では手を挙げづらくとも，みんな居ると心強い



不安の問題と解決法
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 行動を抑制する（×）
→ 行動を活性化させる（〇）

→ 不安を下げる必要性
→ 「分からない」を減らす

① どんなチーム?
→ 準備ミーティング（3回），決起会（1回）を開催した
→ メーリングリスト，LINEグループ，Google Driveを活用した

② 現地の状況は?
→ 熊本県・市HP，教育委員会，九州沖縄ブロック内の連絡事項
→ などの情報をコーディネーターおよび理事が集約・精選・配信
→ した
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メーリングリスト

LINEグループ

Google Drive



不安の問題と解決法
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 行動を抑制する（×）
→ 行動を活性化させる（〇）

→ 不安を下げる必要性
→ 「分からない」を減らす

③ 何を持って行ったら良いの?
→ 災害時におけるこころのケア活動マニュアルを参照した
→ 東日本大震災時の派遣SC経験者に意見を求めた
→ キャンプ・サバイバルの知識・経験に⾧けた者に意見を求めた

④ どうやって行ったら良いの?
→ 各自の職場に依頼文書を送付した
→ 熊本県や九州出身および在住経験者に意見を求めた



災害時における
こころのケア活動
マニュアル
【沖縄県版】
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不安の問題と解決法
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 行動を抑制する（×）
→ 行動を活性化させる（〇）

→ 不安を下げる必要性
→ 「分からない」を減らす

⑤ 何をしたら良いの?
→ 現地最優先（ニーズに沿う），P＋3L（PFA）
→ 県内SCおよび緊急支援経験者に意見を求めた
→ 東日本大震災時の派遣SC経験者に意見を求めた
→ 一緒に考えることが支援（ゲートキーパーの心得）
→ 個人 ＜ チームで支援（郷治, 2011）
→ 現地，後続の人に情報を引き継ぐ（平時よりいっそう）

みんなで「一人のSC」



Psychological First Aid
【WHO版】
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こんにちは! 沖縄県臨床心理士会です!
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派遣SCを支えるシステム
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 現地最優先
→ 派遣SCの情報・決断を尊重

 一人にしない（即レス）
→ TEL，メーリングリスト，LINE，夕食，DPATとの連携など

 任務以外のやり取り
→ 熊本の人，土地，食べ物の素晴らしさを知る（写真など）
→ 「今日の○○」的な報告

 帰沖後の振り返り（会）
→ 空港 or TELでの引き継ぎ（クールダウン＋情報共有）
→ 派遣SCの行動を尊重，情報共有，詳細な引き継ぎ
→ 体調確認，事後のフォロー

 みんなで「一人のSC」



まとめ
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 派遣SCの声
→ 「メーリス，LINEの後方支援が助かった」
→ 「帰路に，メーリスで報告をしていた。短く書こうと思うが，
→ 思いがあふれてきて，つい⾧くなった。でも，吐き出すこと
→ が必要だったと思う」
→ 「もっと市－県SCの連携を取れば良かった」
→ 「引き継ぎで聞いたことを，自分の週に活かせた」

 連携の在り方
→ 個の能力・専門性＜チームの仕事

→ 「個人の活躍」＜「みんなで活躍」

→ 現地に不要な気を遣わせない（丁寧に引き継ぎを行う）
→ 沖縄チームとしての一貫性

（事前，最中，事後の知識，情報を共有）

個の能力・専門性＜チームの仕事
「個人の活躍」＜「みんなで活躍」
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